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偶発資産』ならびに IAS 第19号『退職給付』の改訂」（IASB 2005a）を公表し
た⑵。この公開草案の公表は，FASB との短期的共通化プロジェクト（Short-



















ととされている（IASB 2005b, par. 35）。さらに，原始認識後は，偶発項目たる負債の会計処理は
IAS 第37号（IASC 1998）に従うことになる（par. 36）ため，蓋然性の乏しい項目については，原
始認識後直ちに認識終了が求められることにもなりかねない。このため，IFRS 第３号公開草案と
























































































































































































of performance）と解放原価（cost of release）とが考えられる（資産の場合
であれば，その出口価値は回収可能価額（recoverable amount）であり，さら






























































































































































































































































































































いる（IASB 2004, par. 36 (b)）。
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